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1. 序論  

超伝導転移端センサ（Transition Edge Sensor, TES）型単一光子検出器は、光子数識別能力と高い検

出効率が必要とされる量子光学実験 [1]を始めとし、様々な光子計測応用が期待される。我々は、

化学的に安定性の高いイリジウムに着目し、イリジウム単一膜による光 TES の開発を行っている

[2]。本研究では、新たに通信波長帯（1550 nm）における光子数分布測定の実証を行ったため、そ

れに関して報告を行う。 

 

2. 実験  

本研究では、まずシリコン基板に接着用チタン層を 5 nm 成膜し、その上にイリジウムをスパッタ

により成膜した。イリジウム層の厚さは 34 nm であった。これをリフトオフによって TES 形状に

パターニングした。その後、ニオブによる電極パターンをリフトオフで形成した。基板は深堀エ

ッチングによりラケット状に加工し、光ファイバと結合させた。作成したデバイスは希釈冷凍機

にて冷却し、シングルモード光ファイバを通じて 1550 nm (0.8 eV) のパルスレーザーにより照射

を行った。この結果、光子数識別を行うことに成功し、またエネルギー分解能は 0.45 eV となるこ

とが確認できた。 

 

3. 結論  

本研究ではイリジウム光 TES の開発を行い、波長 1550 nm の光子計測を行った。光子数分布測定

によって光子数識別を実証した。本デバイスによる今後の量子光学実験等への応用が期待される。 
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